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全
国
一
律
最
賃
の
実
現
と
賃

金
運
動
の
前
進
を
め
ざ
す
学
習

討
論
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
職
場
の
実
情
や
運
動
課
題

に
つ
い
て
、
フ
ロ
ア
か
ら
活
発

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

生
協
で
働
く
仲
間
か
ら
は
、

生
協
労
連
内
で
行
っ
た
非
正
規

労
働
者
の
家
計
簿
調
査
が
月
額

25
万
4
0
1
0
円
、
時
給
換
算

で
1
6
0
0
円
だ
が
、
生
活
は

苦
し
い
。
社
会
保
険
料
が
10
数

年
で
2
万
円
増
え
て
い
る
と
、

生
計
費
調
査
と
の
関
連
性
を
述

べ
ま
し
た
。

自
交
総
連
か
ら
は
タ
ク
シ
ー

労
働
者
に
生
活
保
護
受
給
者
が

い
る
ほ
ど
、
歩
合
制
で
は
厳
し

い
低
賃
金
に
陥
る
こ
と
、
最
賃

が
低
い
山
梨
で
は
13
時
間
乗
務

し
て
1
万
円
の
売
り
上
げ
に
し

か
な
ら
な
い
な
ど
の
地
域
間
格

差
の
問
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
の
仲
間
か
ら

は
、
高
卒
初
任
給
を
時
給
換
算

す
る
と
8
9
7
円
、
大
卒
で
も

1
0
8
5
円
に
し
か
な
ら
な
い

こ
と
を
指
摘
。
地
域
手
当
が
12

％
の
立
川
で
は
最
賃
割
れ
を
起

こ
す
こ
と
を
強
調
し
、
官
民
共

同
の
た
た
か
い
で
賃
上
げ
の
原

資
に
内
部
留
保
に
課
税
さ
せ
る

運
動
を
提
起
し
ま
し
た
。

自
治
体
労
働
者
か
ら
は
、
桧

原
村
な
ど
の
高
卒
初
任
給
は
最

賃
割
れ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
、
三
多
摩
労
連
の
仲
間

か
ら
は
、
民
間
の
初
任
給
が
最

賃
に
連
動
し
て
上
が
り
始
め
て

い
る
こ
と
と
、
賃
金
の
高
い
地

域
に
労
働
力
が
移
動
し
て
い
る

実
態
に
つ
い
て
発
言
。
出
版
か

ら
は
、
公
正
競
争
を
確
保
し
、

賃
金
規
制
し
て
い
く
こ
と
で
産

業
を
守
れ
る
、と
述
べ
ま
し
た
。

中
小
業
者
へ
の
支
援

と
発
注
の
改
善
を

墨
田
か
ら
は
、
東
部
共
同
行

動
を
31
年
間
継
続
し
て
き
た
、

最
賃
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
現

実
的
な
課
題
と
な
る
な
か
で
、

零
細
業
者
へ
の
支
援
策
を
ど
う

強
め
る
か
が
重
要
だ
と
し
、
運

動
前
進
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。東

京
土
建
目
黒
支
部
か
ら
公

契
約
条
例
審
議
員
の
活
動
が
報

告
さ
れ
、
地
元
の
業
者
団
体
と

の
合
意
づ
く
り
で
、
生
計
費
を

考
慮
し
た
報
酬
下
限
額
を
め
ざ

す
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
一
般
か
ら
は
、
賃
上
げ

に
は
中
小
企
業
の
取
引
改
善
を

は
か
る
こ
と
、
下
請
け
2
法
の

徹
底
が
必
要
だ
と
し
、
全
国
一

律
で
な
い
こ
と
で
発
注
が
地
方

に
流
れ
て
い
る
現
実
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

世
田
谷
区
の
仲
間
か
ら
は
公

契
約
条
例
の
経
験
に
基
づ
き
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く

す
取
り
組
み
の
重
要
さ
と
、
発

注
単
価
を
上
げ
て
、
た
と
え
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
も
区
内
に
回

っ
て
税
収
増
に
つ
な
が
る
循
環

効
果
が
期
待
で
き
る
産
業
振
興

条
例
の
拡
充
の
課
題
に
触
れ
た

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

非
正
規
や
市
民
運
動

と
の
連
帯
求
め
て

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
労
働

契
約
法
20
条
に
よ
る
処
遇
是
正

の
集
団
訴
訟
を
し
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
、
非
正
規
労
働
者
の

手
当
て
獲
得
を
求
め
る
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

東
京
医
労
連
は
「
全
国
一
律

サ
イ
チ
ン
音
頭
」
を
Ｃ
Ｄ
リ
リ

ー
ス
し
た
の
で
、
春
闘
で
大
い

に
活
用
し
た
い
と
の
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
参
加
者
か
ら
の

感
想
で
は
、
改
め
て
労
働
力
再

生
産
の
意
味
と
生
計
費
原
則
で

の
賃
金
獲
得
の
重
要
さ
、
「
雇

用
に
拠
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
規
制
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う

問
題
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、

日
当
や
出
来
高
制
で
は
無
権
利

・
低
賃
金
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、

社
会
保
障
制
度
の
拡
充
、
中
小

企
業
支
援
策
が
決
定
的
に
重
要

だ
、
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

賃
金
運
動
が
市
民
・
業
者
の

運
動
と
連
帯
共
同
す
る
こ
と
の

重
要
さ
が
語
ら
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

◆

◆

三
多
摩
で
の
「
最
低

生
計
費
調
査
」
発
表

２３
区
と
同
程
度
が
必

要
だ
と
判
明

東
京
地
評
と
三
多
摩
労
連
は

2
月
14
日
、
多
摩
地
域
の
「
最

低
生
計
費
調
査
」
の
結
果
を
発

表
す
る
記
者
会
見
を
三
多
摩
共

同
労
働
会
館
内
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
多
摩
地
域
で
青
年
が
一

人
暮
ら
し
に
必
要
な
生
活
費
は

税
・
社
会
保
険
料
込
み
で
月
額

23
万
8
1
0
4
円
〜
26
万
2
4

4
6
円
、
年
額
2
8
5
万
7
2

4
8
円
〜
3
1
4
万
9
3
5
2

円
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
た
労
働
時
間
（
月
1
5

0
時
間
）
で
換
算
す
る
と
時
給

1
5
8
7
円
〜
1
7
5
0
円
と

な
り
ま
し
た
。

立
川
市
で
は
ア
パ
ー
ト
代
が

7
万
円
台
で
、
電
車
で
区
部
へ

の
交
通
費
も
高
め
に
な
る
こ
と

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

実態が丁寧に報告されたシンポジウム
報告者の4人

第
16
期
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
は
1
月
後
半
か
ら
2
月
初
め

に
か
け
て
繰
り
広
げ
ら
れ
、
島

嶼
部
と
三
鷹
市
、
青
梅
市
を
除

く
50
区
市
町
村
に
出
向
い
て
要

望
を
出
し
、
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
武
蔵
野
市
で
は
松
下
市

長
が
同
席
し
ま
し
た
。

4
月
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
か
ん
し
て
は

時
給
や
、
賞
与
の
支
給
、
交
通

費
や
休
暇
の
均
等
待
遇
、
任
用

の
更
新
な
ど
で
、
多
く
が
不
利

益
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ほ

ぼ
固
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

最
賃
ギ
リ
ギ
リ
の
時
給
の
自
治

体
も
あ
り
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
制
定
や
公
共
調

達
の
改
善
で
は
、
紙
代
の
高
騰

で
印
刷
物
入
札
に
支
障
が
出
て

い
る
こ
と
、
公
共
工
事
で
の
低

単
価
と
工
期
短
縮
、
福
祉
施
設

送
迎
バ
ス
の
適
用
な
ど
巡
っ
て

実
態
を
示
し
た
話
し
合
い
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
契
約
条
例
を

施
行
し
て
い
る
あ
る
区
で
は
、

下
請
け
労
賃
の
不
払
い
相
談
に

担
当
課
長
が
対
応
し
て
い
る
こ

と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
。消

費
税
増
税
と
相
次
ぐ
台
風

被
害
で
、
住
民
生
活
と
地
域
の

業
者
の
営
業
に
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
、
実
態
を
示

し
て
議
論
し
ま
し
た
。

ま
た
公
立
学
校
に
変
形
労
働

制
導
入
が
さ
れ
な
い
よ
う
、
教

職
員
の
長
時
間
労
働
の
実
態
を

訴
え
ま
し
た
。

武蔵野市での懇談に同席してあい
さつする松下玲子市長（中央）東京医労連のサイチン音頭（1／29春闘決起

集会で）

杉
並
区
が
公
契
約

条
例
案
を
議
会
提
案

杉
並
区
議
会
で
は
2
月
に
、

東
京
土
建
杉
並
支
部
は
じ
め
地

元
の
建
設
組
合
や
地
域
の
労
働

組
合
な
ど
が
長
年
求
め
て
き
た

公
契
約
条
例
案
が
予
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
3
月
中
に

可
決
成
立
の
見
通
し
で
す
。
同

区
長
は
12
月
に
原
案
を
示
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
公

募
、
組
合
関
係
者
か
ら
1
0
0

件
を
超
す
賛
同
の
コ
メ
ン
ト
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
区
発
注
工
事

の
現
場
従
事
者
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
区
と
の
交
渉
を
繰

り
返
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結

ん
だ
も
の
。
可
決
す
れ
ば
21
年

度
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

貧
困
と
格
差
を
是
正
し
、
地

域
の
雇
用
と
循
環
型
経
済

を

進
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
最

賃
運
動
の
盛
り
上
が
り
と
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
弁
連

が
全
国
一
律
最
賃
を
求
め
る
意

見
書
を
全
会
一
致
で
採
択
、
東

京
医
労
連
が
「
全
国
一
律
サ
イ

チ
ン
音
頭
」の
Ｃ
Ｄ
発
表
な
ど
、

取
り
組
み
の
前
進
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

夏
の
最
賃
審
議
会
に
向
け
た

世
論
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
参
加
型
の
運
動
に
し
て
見

え
る
化
と
話
題
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

最
賃
引
き
上
げ
に
は
中
小
企

業
支
援
策
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
一
体
の
も
の
と
し
て
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
東
京
春
闘
は
初
の
試
み
と

し
て
、屋
外
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

地
元
商
店
な
ど
と
の
協
力
共
同

で
の
世
論
づ
く
り
に
力
を
入
れ

ま
す
。

5
月
31
日
（
日
）
午
後
に
大

塚
駅
南
口
広
場
で
開
催
す
る

「
地
域
活
性
・
勤
労
フ
ェ
ス
」

の
準
備
が
本
格
化
し
て
い
ま

す
。
大
塚
地
域
を
視
野
に
入
れ

た
賑
や
か
な
企
画
を
め
ざ
し
、

地
域
の
団
体
、
中
小
業
者
団
体

な
ど
と
の
協
力
関
係
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

2
・
16
青
年
都
政
学
習
会

東
京
地
評
青
年
協
は
2
月

16
日
、
労
働
組
合
と
政
治
の

関
係
を
学
び
、
青
年
組
合
員

の
政
治
参
加
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
都
政
学
習
会
を

東
京
労
働
会
館
内
で
開
催

し
、
13
組
織
35
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
革
新
都
政
を
つ
く

る
会
事
務
局
長
代
理
の
會
澤

立
示
さ
ん
の
講
演
の
あ
と
、

4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
青
年
協
は
今
後
、
都
議

会
会
派
な
ど
都
へ
要
請
行
動

を
行
う
予
定
で
す
。

都
議
会
1
定
開
会
日
行
動

2
月
19
日
、
都
庁
前
に
て

2
4
0
人
が
参
加
。
事
前
に

回
収
し
た
個
人
請
願
用
紙
は

1
7
5
1
枚
集
ま
り
ま
し

た
。
東
京
地
評
・
荻
原
淳
議

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
と
斉
藤

ま
り
子
都
議（
日
本
共
産
党
）

の
連
帯
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

東
京
土
建
中
村
隆
幸
副
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
5
団
体
が

決
意
表
明
。
「
都
立
病
院
を

な
く
す
な

横
田
基
地
の
汚

染
を
調
査
し
ろ

東
京
に
カ

ジ
ノ
は
い
ら
な
い
」
と
コ
ー

ル
し
ま
し
た
。
主
催
は
、
東

京
地
評
、
都
民
連
、
東
京
社

保
協
。

東
京
地
評
組
織
拡
大
出
陣
式

東
京
地
評
は
2
月
20
日
、

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
組
織
拡
大

出
陣
式
を
行
い
ま
し
た
。
東

京
地
評
・
荻
原
議
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
東
京
・
野
中
書
記
長
、

東
京
医
労
連
・
清
水
書
記
次

長
、
都
教
組
・
平
間
書
記
長
、

東
京
土
建
・
黒
木
常
任
が
決

意
表
明
し
ま
し
た
。歓
談
後
、

参
加
し
た
全
組
織
が
発
言
し

ま
し
た
。
参
加
は
13
単
産
9

地
域
よ
り
47
人
で
し
た
。

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー
春

闘
泊
ま
り
込
み
学
習
会

東
京
地
評
女
性
セ
ン
タ
ー

は
2
月
22
日
〜
23
日
、
埼
玉

県
秩
父
郡
の
温
泉
旅
館
「
梁

山
泊
」
に
て
泊
ま
り
込
み
学

習
会
を
開
催
し
、
8
単
産
・

4
地
域
よ
り
33
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
1
日
目
は
全
労
連

女
性
部
・
大
西
玲
子
事
務
局

長
を
講
師
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
職
場
か
ら
な
く
そ
う
」

と
題
し
た
学
習
会
の
あ
と
、

春
闘
方
針
の
提
案
と
全
体
討

論
を
行
い
、
2
日
目
は
分
散

会
と
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

！
『
呪
い
の
言
葉
』
の
解
き

方
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
労
働
局
へ
の
要
請
行
動

東
京
春
闘
共
闘
会
議
は
3

月
5
日
、
東
京
労
働
局
に
対

し
て
要
請
行
動
を
行
い
、
26

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
度
と
時
間

額
1
5
0
0
円
の
実
現
、
長

時
間
労
働
の
是
正
、
公
正
な

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
委
員

の
選
定
、
労
働
環
境
適
正
化

に
向
け
た
監
督
の
強
化
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
求
め

ま
し
た
。

東
京
地
評
青
年
協
大
会

3
月
8
日
、
東
京
地
評
青

年
協
・
東
京
労
連
青
年
部
は

合
同
で
定
期
大
会
を
開
催

し
、
代
議
員
、
役
員
、
来
賓

２
・
９
最
賃
シ
ン
ポ
の
発
言
か
ら

自 治 体
キャラバン

賃
金
と
処
遇
の
改
善
、

地
域
経
済
な
ど
で
意
見
交
換

生
計
費
原
則
貫
き
、格
差
是
正
が
重
要

勤
労
フ
ェ
ス
賑
や
か
に
、

地
域
活
性
め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト

大
塚
で
５
月

３１
日
に
開
催


